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「
土
浦
の
花
火
」は
、
第
１
回
の
開
催
か
ら
今
年
で
１
０
０
年
を
迎

え
ま
す
。
大
正
14（
１
９
２
５
）年
に
、
神
龍
寺（
文
京
町
）の
秋
元

梅ば
い
ほ
う峯

住
職
が
団
長
を
務
め
る
大
日
本
仏
教
護
国
団
が
主
催
し
た
全
国

煙
火
共
進
会
が
始
ま
り
で
し
た
。
開
催
の
趣
旨
に
は
、
大
正
10
年
に

阿
見
村
に
開
設
し
た
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊（
当
初
は
臨
時
海
軍
航
空

術
講
習
部
）の
殉
職
者
の
慰
霊
や
、関
東
大
震
災
後
の
不
況
下
に
あ
っ

た
土
浦
の
商
業
振
興
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
会
の
主
催
は
大
日
本
仏
教
護
国
団
か
ら
土
浦
煙
火
協

会
へ
と
移
り
、
戦
争
中
の
中
断
は
あ
っ
た
も
の
の
、
昭
和
21
年
に
全

国
に
先
駆
け
て
花
火
大
会
を
復
活
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
今
か
ら
60
年
ほ
ど
前
の
昭
和
30
～
40
年
代
の
花
火
事
情

を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
の
青
い
玉
は
、
輸
出
用
の
花
火
玉（
模
造
品
）で
す
。
土
浦
に

あ
っ
た
花
火
会
社「
土
浦
火
工
」の
打
上
花
火
で
、
国
内
用
と
は
異
な

り
、
表
面
に
は
防
水
ス
プ
レ
ー
が
塗
ら
れ
、
英
語
の
シ
ー
ル
が
貼
ら

れ
て
い
ま
す
。
上
部
の
シ
ー
ル
に
は
、「SPEC

IA
L JA

PA
N

ESE 
FIRE W

O
RK

」「N
IG

H
T SH

ELL

」（
夜
の
花
火
）と
あ
り
ま
す
。

夜
用
花
火
は
青
色
に
、
昼
用
花
火
は
赤
色
に
表
面
が
塗
ら
れ
ま
し

た
。
下
部
の
シ
ー
ル
に
は
注
意
書
き
が
記
さ
れ
、
土
浦
火
工
の
花
火

師「
箱は

こ
も
り守
彰あ

き
ら」の
印
鑑
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
箱
守
彰
さ
ん（
１
９
３
０
～
２
０
１
７
）に
よ
れ
ば
、
花
火
玉
の
輸

出
先
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
需
要
が
多
い

時
期
に
は
作
業
が
間
に
合
わ
ず
、夜
の
残
業
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
ン
チ
、
ド
イ
ツ
は
ミ
リ
、
日
本
は
寸
と
規
格

が
違
っ
て
い
た
た
め
、
現
地
の
筒
の
口
径
に
合
わ
せ
花
火
の
上
が
り

が
良
く
な
る
よ
う
、
玉
の
皮
を
余
計
に
貼
る
な
ど
し
て
調
整
し
た
そ

う
で
す
。

　
昭
和
30
～
40
年
代
に
は
国
の
政
策
と
し
て
日
本
製
品
の
輸
出
振
興

が
叫
ば
れ
、
花
火
業
界
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
し
た
。「
土
浦

の
花
火
」も
、
昭
和
37（
１
９
６
２
）年
の
第
31
回
大
会
か
ら
、
同
46

年
の
第
40
回
大
会
ま
で「
輸
出
振
興
全
国
花
火
競
技
大
会
」と
題
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
土
浦
火
工
を
創
設
し
率
い
た
北
島
義ぎ

い
ち一

さ
ん（
１
９
０
８
～
７
９
）

に
よ
る
関
係
省
庁
へ
の
働
き
か
け
も
あ
り
、「
土
浦
の
花
火
」に
は
、

昭
和
36
年
か
ら
通
商
産
業
大
臣（
経
済
産
業
大
臣
）賞
が
創
設
さ
れ
、

の
ち
に「
速
射
連
発
」（
ス
タ
ー
マ
イ
ン
）の
優
勝
者
に
こ
の
賞
が
授
与

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　
土
浦
火
工
で
は
、
昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
40
年
頃
ま
で
輸
出
用
の

花
火
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
採
算
が
合
わ
ず
注
文
が
あ
っ
て
も
作

ら
な
く
な
っ
た
、
と
箱
守
彰
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。
土
浦
火
工
の

歩
み
は
、
当
時
の
日
本
の
花
火
製
造
業
の
方
向
性
も
示
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
輸
出
用
花
火
玉（
模
造
品
）は
、
博
物
館
の
秋
季
展

示（
10
月
１
日
～
12
月
27
日
）で
、箱
守
彰
さ
ん
の
音
声
記
録
は
、テ
ー

マ
展「
土
浦
花
火
百
年
」（
10
月
11
日
～
11
月
24
日
）で
公
開
し
ま
す
。

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
４・２
９
２
８
）

輸
出
用
花
火
玉

輸
出
用
花
火
玉    

――  

輸
出
振
興
の
時
代
―

輸
出
振
興
の
時
代
―
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